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この時期の発熱は、季節の変わり目や、疲れ等、からくるものだとしても、新型コロナウイルス感染
症の第2波が騒がれている不安定な中では、取引先の関係者様に、連絡や代理訪問手配時の対応
は、普段以上に神経を使わないとならないです。普段からの体調管理も、今まで以上に注意が必要
ですね。免疫力アップ・適度な運動(ストレッチ)やストレスを溜めず、気持ちの切替等、意識してい
きたいと思います！

～スタッフより一言～

狙い・目的

今回は．．．

介護ベッドのジャッキアップ・ジャッキダウン
に合わせて、接地面の圧迫状態が変わります。

長時間、同じ姿勢が続いてしまうと、接地面の
褥瘡リスクが高まります。
定期的な除圧（『～抜き』）が重要です。

当社の新たな取り組みとして、
YouTube配信をスタートしています。

疾患や症状に合わせた対策・セルフケアを、視覚的に捉えやすくお届け。

訪問マッサージの業界について、代表者が現状や未来を考える。

当社の魅力や業務をより知っていただくための情報共有として。

寝たきり家族介護者に知ってほしい、
褥瘡予防の『背抜き』、『尻抜き』、『かかと抜き』

【Key-point】

皮膚・脂肪層の薄い『背中』・『仙骨（尻）』・
『かかと』は特に要注意。

【Title】
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◎医療・介護関連ニュース◎

無料体験マッサージ、いつでもお気軽にどうぞ

相模原院☎042-855-0420  相模原市南区南台4-13-23-1階

町田院 ☎042-851-7528 町田市森野4‐17‐23-2階-B

海老名院☎046-204-5482 海老名市中央3-3-13-202

二俣川院☎045-442-5439 横浜市旭区二俣川1-32-100

青葉台院☎045-508-9560 横浜市青葉区榎が丘14-3-205

と う わ
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【訪問マッサージ・はりきゅう】

介護職への給付金、非課税に “130万円の壁”にも影響なし

（2020年6月16日ケアマネタイムスより）

介護、障害福祉の職員に支払う最大20万円の新たな給付金について、政府は非課税とする方向で詰めの調整を進
めている。【青木太志】

給付金の制度の細部を規定する実施要綱を今週中にも公表する。その中で明確にする考えだ。厚生労働省の担当
者が15日に明らかにした。
給付金を非課税所得と整理し、いわゆる“130万円の壁”などに影響する収入としても扱わない。あくまでも職員個人
へ配るお金と位置付け、法人税の課税対象からも除外する。

第1回 医療と福祉の連携について

（2019年2月6日 ケアマネタイムスより抜粋 文：中村正彦）

消防庁による20年熱中症による救急搬送者数の公表スタート

（2020年6月15日ケアマネタイムスより）

消防庁による「熱中症による救急搬送人員」の公表が9日よりスタートした。第1回目の公表は、1日－7日における
「熱中症による救急搬送人員数（速報値）」。速報値によると、熱中症による救急搬送人員数は1,194人で、前年同時
期の確定値に比べ185人少なかった。

なぜ「医療」と「介護（福祉）」が連携しなければならないのかを考えたことがありますか？ 「医療と介護（福祉）
が連携した」ら、何ができるのでしょうか？
なぜこんなことを問うのかと言えば、私の周りでの「医療と介護の連携」について、どのような方法で、どのよう
な様式を使って、という議論が盛んにおこなわれていますが、医療と介護の連携の目的や効果についての議論
はほとんど聞くことがありません。既に議論しつくされていて、関係者間の共通した認識になっているのかと
思って近隣の関係者に確認してみますが、誰一人として共通した認識になっているという声は聞くことがありま
せん。ということは、目的や効果を明確にし、共有していない中で、単に方法論だけを議論しているだけになって
いるということですし、このような議論では個々の団体や機関の都合が優先され、「自分（たち）にとって都合が
よい・悪い」という基準での議論にしかならずに終わってしまいます。
また目的について協議している地域であったとしても「地域包括ケアシステムの推進のため」というような「漠然
とした目的」が主で、具体的に何がどうなるのかのイメージの共有ができないままで議論されていることも少な
くないような状況です。
だから形（情報提供用紙等）のみが議論され、中身がない「連携」という名前だけの情報提供が多くなっているの
ではないかと危惧しています。

医療と介護（福祉）が連携したら何ができるのか？


